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（２）経済学研究科学位論文等審査基準 
 

制 定 平成 25 年 10 月 9 日  
改 正 平成 28 年 3 月 19 日  

 
I 修士論文の審査基準 
(1) 研究テーマ：研究テーマの設定にあたり、学術的・社会的意義が意識されていること 
(2) 論文構成：適切な構成、論理的な考察のもとで一貫した論述が展開され、結論が明確であること  
(3) 研究方法：テーマ及び問題設定にふさわしい研究方法が選択されていること、また、文献資料・データ収集
が適切になされ、分析結果の解釈が妥当であること  
(4) 先行研究や関連研究に関する理解：研究テーマに関わる先行研究・関連研究が的確に渉猟され、理解されて
いること  
(5) オリジナリティ：研究テーマ、分析視点、研究方法、ないし結論等にオリジナリティが認められること  
(6) 学術的体裁・倫理基準遵守：引用等が適切に処理され、学術的な体裁が整っていること、また、研究遂行に
あたって学内・関連学会の倫理基準が遵守されていること 
 
II 課題研究の審査基準 
(1) 研究テーマ：自己の職業的実務的経験、あるいは、社会的課題への実践的関心に基づいて、明確な問題意識
のもとに研究テーマが設定されていること 
(2) レポート構成：適切な構成、論理的な考察のもとで一貫した論述が展開され、結論が明確であること  
(3) 研究方法：テーマ及び問題設定にふさわしい研究方法が選択されていること、また、文献資料・データ収集
が適切になされ、分析結果の解釈が妥当であること  
(4) 先行研究や関連研究に関する理解：所要の範囲で先行研究・関連研究が渉猟され、理解されていること  
(5) オリジナリティ：研究テーマの実践性、分析視点、研究方法、ないし結論等にオリジナリティが認められる
こと  
(6) 学術的体裁・倫理基準遵守：引用等が適切に処理され、学術的な体裁が整っていること、また、研究遂行に
あたって学内・関連学会の倫理基準が遵守されていること 
 
附則 
この基準は、平成２６年度入学者から適用する。 
附則 
この基準は、平成２８年度入学者から適用する。 

  


